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吉田の町家の住空間と住まい方に関する研究
　一食事空間「イタバ」の位置と特性について一
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　新潟県燕市吉田の町家を対象とし「イタバ」に着目して、吉田の町家の地域性を明らかにする。

現在、改築等により昔の姿を残すイタバは少なくなってきている。本来イタバは居住者の生活

の中心の場であった。イタバの付き方を中心として、階段位置や周辺空間との関係を調査分析

することにより、吉田の町家の住空間や住まい方の特徴を明らかにすることができたと考える。

1《㊧yw◎醐s　　　　鵬繍曲ly鐡　1瞼b綾　　靴◎賦瞼9⑨　s宣観総

　　　　　　　　　町家　　イタバ　　間口　　階段

勤について脇かにすることを目的としている・　　　　　訟橡嚥市吉晒91
2。調査概要

調査対象地である吉田は、信濃川の支流である西川

繊に位置する。北西からの季節風が強く吹くが、県

内では比較的積雪は少ない地域である。江戸時代には

酬舟運の河岸場として、また新潟湊に達する北陸道

沿いの宿場町として発展し、新町一上町一中町一下町

にかけて短冊状の町割が形成された。」

2006年9月から12月にかけて、町家計12軒
の実測・ヒアリング調査を行った（章9。1，2）。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調査住戸の概要とイタバについて　負92
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禽無 薄き方

YsR－01　新購 明治初期 大工 等0　　　　32 1列橘成 翻 部分型

Ysn－02　　　町 明治初期 大工 10　　　　30 1列構成 欝屡＿
Ysn－03　　町 購治初期 〔獣医〕 10　　　　3．o …列構成 ⑭ 室型

Yk－04　　　晦 瞬治宋期 （金物麗〕 10　　　53（主屋35） 1列構成 鯵 室盤

yk．05 上町 昭和6年頃 文房具屋 1G

匹
1列橿成 鯵 整型

yn・G6 中町 江戸末期 （文麓具屋） i、o

上6 2列構成

Yn－07 中町 昭和20年頃 酒蟹 ㈹
｝29

1列構成 ×　　室型

Yn－Q8 中町　明治初期 事務用品店 OB3 28 1夢嘱成
　　　　　　　　「
|　室型

Yn・09 中賦 明治末期 米屋等 1．0 60 2列構成

Ysm一窪0 下町 昭和30年頃 紙屋 1．o 40 1列構成 △ トオリ壷列型

Ysm－11 下町 明治末期 菓子屡 10 40 2列構成 ○ トオリ厳列型

Ysm－12 下町 明治初期 （櫛屋〕 10 4．1 2百彗構成　　○ トオリ並列型
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イタバが位置する。シモ側には幅ユ間程のトオリと呼

ばれる土問空問が配され、オモテ働からウラ側へ抜け

ている。トオリの一部には．水炊事を行うダイドコ難

と呼ばれる空間が配される（壼9、3）、

　問鷺輻が4問以下の町家は1列構成に　間口幅が4

問以上の町家は2列構成になり．2列構成は下町に多

くみられた。1列溝成とは土間空聞に沿って室が1つ

並び．2列構成とは土闘空間に沿って室が2つ並ぶ空

聞構成のことをいう（最g．の。

4．イタバの位置と特牲

、　　　　　　L－＿＿＿＿＿＿　　　　　T＿＿～」

　　　　　＼、　　　　　叢　　　　　　　／　　1ない健驚もある｝
　　　　トオリ＼＼　　購　　　　　　　　　／〆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

カ＼渡　’～緊／遜荘ノノラ1

巨璽麹　　／づ＼

　　　くコ　　　　　　1i騎隔1モヂル

＿一吉田9町家モデル毎3

葵膨・　段方雛ジ
巨蠣

謙導’膨鋲4間空間i

　／
樗　　　　　1階1徳モデル

イタバとは、板張りでトオリとの境に佳切りのない　　　　　　　　　　　　　　　　列構成について§鱈

空間で、主に食事が行われる（鯨．5＞．

4一哩。イタバ周辺の空間

　イタバ周辺の空間には、炊事を行うダイドコロ、認

カマドはイタバと近接しており、食麟等を財蔵する穴

灘

’　　　　　　　　　　　　　　°　　　　　　　　　　　　　　　　　　イタバ周辺の空間盲96
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　　　　　　　▽　力二∩　、／／　　　1

目　　　　　　　　機能、主に鱗行うi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イタバの分類　§97
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　　　　　　　　　　　　　ナカニワ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　機能・食瓢外樋路や轍吐が暢を劉
　　@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ

　　　イタバ　　　　　　繕櫃モ剤
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イタバとチャノマとの問にトオリを換む。下足域で　　　　　　　　　　　　　イタバとチャノマの闘係毎8

オモテ側からチャノマ諒マ冒タバ磁び、イタi部　一一笥∵・1冨　　　i

隷鵡戴麟議肇羅捕重議薩慧璽鑛斜llll　i

行き来しないようになっている。室型と洞様にネマを　　　　　T　㎝　　　　　　　轡購威と階段位竃嚢99

介して距離をとっている練．続c＞。　　　　　　　　　ない。1列構成の場合階殺は、2後醤周辺のトオフに

列溝成によってイタバの付き方は違い、室空闘構成　　位罐し段方向に上がる。2列構成でイタバがトオジ並

膿なる。どの場合においてもイタバとチャノマとの　　列型の場合，階段はイタバに位置し列方向に上がり．

距離のとり方は異なるが、生活空問と接客空闘が直接　　さらに2列構成でイタバが室型の場合、階段はチャノ

りながらないようになっており、顕離が保たれている。　マに位置し殺方向に上がる．

6、イタバと階段位置の溺係　　　　　　　　　　　　6一の　1列構成の場含（部分型・室型のイタバ）

イタバの付き方による住空題や住まい方への影響を　　イタバは主崖中央よりウラ側に位麗しており，カマ

みるうえで、イタバと曙毅位置に着§した。吉霧の町　　ドとイタバは近接しているため、イタバ豊二部に2階は

家では、繕毅はトオ弓やイタバ等の娃切りのない空閥　　こない。階段と2階との関係として、階段は2階の床

に配される。また．カマドは2階への撰煙の影響が少　　の聞の設けられている格の高い蜜に向かってぬがると

ない場所に設けられるため、カマド上部には2階はこ　　いう特徴がみられる伽。の。
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　イタバが細長く主屋中央から後方にかけて位置し、

イタバの空間内にカマドと距離をとることが可能な場

所があるため、イタバ上部に2階を設けることができ

る。階段と2階との関係としては、階段が列方向に2

階中央付近に上がることで、マエ・ウラニカイの室へ

の方向性はなく、両方に行き来しやすい動線がとられ

る（且9。韮0噸）。　　　　　　　　　　　　　　，

　6一叡　6－2の場合、階段位置はイタバの付き方　　1

によって異なり、2階の使われ方に影響する。　　　　　i

6－3）2列構成の場合（室型のイタバ）　　　　　　　｛

　1階の室数が多いため、2階の室としての必要性が

6鋤2列轍の胎（トオリ並ダ1」型のイタバ）⊥…「∴∵胎而…∵∴～属「
　　　　　　　　　　　　　　　　伊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

少ない。そのため、2階は商売道具や品物置き場とし

て商売の機能を補う空間として利用される（負g．蓋0－b）。

この場合、階段位置はイタバの付き方の影響は少ない。

7。まとめ

　イタバは食事空間であると共に、主要な生活空間で

ある。イタバの付き方は列構成によって異なり、室空

間構成に違いを生むことが分かった。しかし、生活空

間と接客空間との間に距離をとるという住まい方は変

わらないといえる。また、イタバの付き方や2階の室

構成は、階段位置の決定要因の一つとなり、町家全体

の空間構成や住まい方に影響しているということが明

らかになった伍g11）
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